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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公開番号】特開2020-74023(P2020-74023A)
【公開日】令和2年5月14日(2020.5.14)
【年通号数】公開・登録公報2020-019
【出願番号】特願2020-3625(P2020-3625)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/40     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ    7/40     ５０１　
   Ｇ０３Ｆ    7/20     ５２１　
   Ｇ０３Ｆ    7/20     ５０１　
   Ｈ０５Ｋ    1/03     ６１０Ｎ

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月27日(2021.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォトポリマー膜を硬化させる方法であって、
　選択された基板上にフォトポリマー膜を堆積させること、および
　前記フォトポリマー膜を、選択された時間の、セ氏２００～３４０度の選択された温度
での、２０～２００，０００ｐｐｍの範囲の酸素濃度を含む選択された雰囲気中でのマイ
クロ波加熱によって硬化させること
　を含み、前記酸素濃度は、既知の量の酸素ガス（Ｏ2）を前記雰囲気に与えることによ
って維持される方法。
【請求項２】
　前記フォトポリマーは、感光性ポリイミド（ＰＳＰＩ）であるか、又は、ポリベンゾオ
キサゾール（ＰＢＯ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フォトポリマーは、感光性ポリイミド（ＰＳＰＩ）であり、前記ＰＳＰＩが、感光
性メタクリレートアルコールで修飾されて感光性ポリアミド酸エステル（ＰＡＥ）を形成
するポリアミド酸（ＰＡＡ）前駆体樹脂を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記感光性メタクリレートアルコールが、モノマーおよびオリゴマーのメタクリレート
ファミリー（Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ3）2）の１種または複数の組成物
を含み、Ｒが、示された位置に結合された任意の選択された有機部分を示す、請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　フォトポリマー膜を硬化させる方法であって、
　選択された基板上にフォトポリマー膜を堆積させること、
　前記フォトポリマー膜を光パターニングすること、
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　光パターニングされた前記フォトポリマー膜を現像すること、および
　現像された前記フォトポリマー膜を、選択された時間の、２００～３４０℃の選択され
た温度での、２０～２００，０００ｐｐｍの酸素濃度を含む選択された雰囲気中でのマイ
クロ波加熱によって硬化させること
　を含み、前記酸素濃度は、既知の量の酸素ガス（Ｏ2）を前記雰囲気に与えることによ
って維持される方法。
【請求項６】
　前記フォトポリマーは、感光性ポリイミド（ＰＳＰＩ）であるか、又は、ポリベンゾオ
キサゾール（ＰＢＯ）である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＳＰＩが、感光性メタクリレートアルコールで修飾されて感光性ポリアミド酸エ
ステル（ＰＡＥ）を形成するポリアミド酸（ＰＡＡ）前駆体樹脂を含む、請求項５に記載
の方法。
【請求項８】
　前記感光性メタクリレートアルコールが、モノマーおよびオリゴマーのメタクリレート
ファミリー（Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ3）2）の１種または複数の組成物
を含み、Ｒが、示された位置に結合された任意の選択された有機部分を示す、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記選択された時間が６０～１８０分である、請求項１から８までのいずれかに記載の
方法。
【請求項１０】
　前記選択された温度が、２００～２７５℃の範囲にある、請求項１から８までのいずれ
かに記載の方法。
【請求項１１】
　前記選択された雰囲気が、２００～２００，０００ｐｐｍの範囲の酸素濃度を含む、請
求項１から８までのいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　フォトポリマー膜を硬化させる方法であって、
　基板上にフォトポリマー膜を堆積させること、
　２００～２００，０００ｐｐｍの範囲の酸素濃度を含む選択された雰囲気を提供するた
めに、既知の量の酸素ガス（Ｏ2）を与えること、及び
　前記選択された雰囲気において選択された時間に対してマイクロ波加熱によって前記フ
ォトポリマー膜を硬化させることを含む方法。
【請求項１３】
　前記フォトポリマーは、感光性ポリイミド（ＰＳＰＩ）である請求項１２に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記ＰＳＰＩが、感光性メタクリレートアルコールで修飾されて感光性ポリアミド酸エ
ステル（ＰＡＥ）を形成するポリアミド酸（ＰＡＡ）前駆体樹脂を含む、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記選択された時間は、６０～１８０分である、請求項１２に記載の方法。
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